
原 議 永 年 保 存

共 00 00 10 31 ５年

県 本 部 各 部 課 長 宮本交企第１２０６号
殿

県 下 各 警 察 署 長 平成２８年１０月７日

宮 城 県 警 察 本 部 長

交通死亡事故抑止市（区）町村顕彰要綱の一部改正について（通達）

交通死亡事故の発生を抑止した市（区）町村に対する顕彰制度については、「交通

死亡事故抑止市（区）町村顕彰要綱の一部改正について（通達）」（平成２５年９月

１２日付け宮本交企第１２０１号）により運用してきたところであるが、この度、交

通死亡事故抑止市（区）町村顕彰要綱を別添のとおり改正したので運用上遺漏のない

ようにされたい。

なお、これに伴い、前記通達は廃止する。

記

１ 改正の概要

⑴ 顕彰方法の見直し

褒状について、交通部長の伝達を追加した。

⑵ 顕彰市（区）町村区分の見直し

各自治体の情勢変化に応じ、名取市をＢ区分からＡ区分に、富谷町、利府町及

び大和町をＣ区分からＢ区分に、川崎町及び大衡村をＣ区分からＤ区分にそれぞ

れ変更したほか、富谷町の市制施行に伴い、別表第２を改めた。

２ 施行期日

平成２８年１０月１０日



交通死亡事故抑止市（区）町村顕彰要綱

１ 目的

この要綱は、交通安全意識の高揚と交通安全対策の積極的な推進により、相当期

間継続して交通死亡事故をゼロに抑止した市（区）町村を顕彰し、もって地域ぐる

みによる交通事故防止対策の一層の促進を図ることを目的とする。

２ 顕彰の種別

顕彰の種別は、祝詞、讃辞及び褒状とする。

３ 顕彰の基準

顕彰の基準は、別表第１のとおりとする。

４ 市（区）町村の区分

市（区）町村の区分は、居住人口を基本とし、あわせて過去の交通死亡事故の発

生状況等を勘案し、別表第２のとおりとする。

５ 顕彰の方法

顕彰の様式及び贈呈の方法は、次のとおりとする。

⑴ 祝詞は、別記様式第１号のとおりとし、当該市（区）町村を管轄する警察署長

が伝達する。

⑵ 讃辞は、別記様式第２号のとおりとし、交通部長又は当該市（区）町村を管轄

する警察署長が伝達する。

⑶ 褒状は、別記様式第３号のとおりとし、警察本部長が贈呈し、又は交通部長が

伝達する。

６ 継続期間の起算

交通死亡事故ゼロの継続期間の起算は、市（区）町村の区域内（高速道路及び指

定自動車専用道路を除く。）において発生した交通死亡事故の発生の日の翌日から

起算するものとする。



別表第１

讃　辞 祝　詞

褒　状 讃　辞 祝　詞

褒　状 褒　状 祝　詞

褒　状 褒　状 讃　辞 祝　詞

以後1年ごと

１，０００日 褒　状 褒　状 讃　辞

以後500日ごと 以後500日ごと

１，５００日 褒　状 讃　辞

以後1,000日ごと

２，０００日 褒　状

以後1,000日ごと

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

　　　　市（区）町村
　　　　　　　の区分

継続期間

６か月

１　年

５００日

２　年

顕 彰 基 準





別表第２

　　　市 （区） 町 村 区 分
（順不同）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

青葉区 気仙沼市 加美町 七ヶ浜町 七ヶ宿町

宮城野区 多賀城市 美里町 女川町

若林区 塩釜市 大河原町 色麻町

太白区 岩沼市 南三陸町 川崎町

泉区 東松島市 涌谷町 大衡村

石巻市 柴田町 山元町

大崎市 白石市 丸森町

登米市 亘理町 松島町

栗原市 角田市 蔵王町

名取市 富谷市 村田町

利府町 大郷町

大和町

注  市（区）町村区分は、次の区分による居住人口を基本とし、あわせて、過去における
　交通死亡事故発生状況、運転免許人口及び自動車保有台数を勘案したものである。

Ａ区分    おおむね人口８万人以上
Ｂ区分    おおむね人口３万５千人以上８万人未満
Ｃ区分    おおむね人口２万５千人以上３万５千人未満
Ｄ区分    おおむね人口５千人以上２万５千人未満
Ｅ区分    おおむね人口５千人未満

４町１村 １町１０市（区） ８市４町 １１町
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